
El打 初見 轍卦 こ依るノタン生気fJL合紬の瀬火哉梓 163

41) tを=TTLr99榊とフアンデ,i･リール31l力とのm師rZ, 47) 】7)の P210
花餅山rl博 lがカrミウ上の′.pゲy塩田の†正17丹

折的研究に鮫p睡Z)て明確な舵glt与 えた｡ B

chcm SoぐJaI池T117,(19L12)p19ト.･331
42) i Woeh】eTll A BeTthmnnn Z nnge≠
Chem 43▲(1930)S59

43) 亡1LL吸 分子捕逸K'(岩波余せ)1927r

44) Bat'yer A 114.165

･45) Den■S& L3bRtn J Am ChcrnSDC 29,

(1907)p2)6

46) WieluudFIeSS J342.S134fl

48) H Eastu Belle li59.(1926)S1926

49) EAgコ+I:Cコ+li(_Tllご)+メ(〇･_)-t:AgOC.q
十231kぐELll‡Thch2.375

50) 岬も内水のLL:尤度のgC･と生としてO-yと0-C
との一流抽合のエネルギー鎧と考え付 る｡0-Cの
勅令土ネルrF-L王700kcfLlである｡(汁)の p53)
O-hTI-J判しては兼だ比熱n寸Jt,ギーは決められて

いないD亦渦jilには求められない｡如しながら駄純

の変科から大略 50kCa】経度七秒足される｡

爆薬に依るメタン空気混合物の着火機構

(FEl和28年 9月10日愛三竪)

巳 野 梢 ifE･初 見 弓性

(El劣化繋掠式会甜 鉄作某所)

譲 笹

己地内にて願 を捗頭せしめ,之に貧しl'_提発左内

(=メタン空気混合物を入れてその諒火を関原とする場

合,捷累の鮒 生成〝ス串の汚低分子とメタン空気配

合物との相互ri;Iの反応退座か-受任以上となつ1二時.
}タン塗9(混合鰍 こ藩火するとの仮定を基として石火

除件式を将uJL,煤都内の燃焼抑桐 (例へは姐化ナ

I1)ウJ.,ダ'/ク申)の含有率 1COz7･'と不語火限界

築丑 lVqとの問にはきこ式が政立すること,-e好い1こo

TL'(1-｡)ext(-)IJR.(7lD一仰)〕-( ())

但しJ.I.は鮮拝生班Kス中の汚成分+の エネルギー

R.はNス常数,Toiよ方-0の基準爆薬の燥発泡正一
aは荊柵 の含朴 二放り媒菜包皮が低下する府下牢を

表わ1服 .Lは氾火の鉦界反膝皿藍を表わす機 で
一定の爆先皇に対しては一定である｡こい]グリセリ

ンゲル 124% トリ=トpT･ルオーJL･2'et及び古トL7ダ

リ七T)ンゲル 104,Oi,を或感剤とし企dz,クJL,クを抑潤

邦とする二系列の陛BE=対し小迅臼砲 とりの発射耗験

I:依M I'と正のyf弼臥 T (爆発私産)の計罪位,'f

用いて,(i)式の成立することを施めT=O剛 のヽ場合

も E.I2765kc.ll/molで (=0〔舶1gであっ7こ｡前

-の系列t=対しては 生'0-31∞Ox.･･-3lCO.妨=の系

刺(:河しては 1'd-2780.tz=2360であるB

次にメタソ堅銘況合的内1:性光を懲IiiLに掛合の苛

火損偶を考察し.この秒針 二は煉発生成ガスの荊庄に

依る珊 仕ヰ:=放り諸火すると恨浸して耳かれる捺件

式 lL･-299/(96-)42L)か成立する不を罪列 tl二位

る舛放(:mして砧めた｡

｢E:砲'.=放る不茄火限界薬丑は艇 の粗 度t:紘

り実FS!モipt懸吊に佐る不詔火限界栗丘は班巡L=亥記さ

れる｣という近時のイギ1)スの研究者の結論が殊に雄

藩の場合成立J.:ないことを｣二速の研究持県を基にして

始じ''こ｡

§1賭 す

従来メSソ空気配合物の旬曳放火等E=つもては多く

の基鞄的済兜が行われているが.捧葉に依る点火につ

いては≡堅論的L=も実験的【こも基碇的研究が殆んと行わ

れて居らず,取る物は申なる仮設と計3TLこ終って苅抗

的発扱'二位る舞狂がtjLI,ィ=め策用上の研死の参考とI.I

りはず,又多くの相 は無系統的に当面の実用苗火性

の検討【こ終っている為,之も実用設計式を与えるに玉

らTLい｡殴って狂̀者は小週日地相 泣硬を琶諾r句作し
て弄tb別二組成を変えTこ多数の爆薬を用いてメダンー

型穴混合物に対するTJの不詔火脚 丑を矢掛 に余

れ そのR,11のW llJ睦を明らかにし,款E=この契放牧Ilj

を規蓮的t:正明せんとR.7̂たQ

§2実 黙

契験的研究の蛭過の禁輸は別に ｢高安全度硝安ダイ

ナマイ>(S和ダイ)の柁 J)｣として轍告してあるの
で比延にはその供給のみを記するO

メダン釈放に用いたメSyガスは天桝 生メSyで

空気混合物9.0士03,%として用いた｡略挽網野小型日
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24



日野 ･初見 姓i57にLltもJタンー押災iZ主合印の芳火幼稚 165

抱の砲口Pi】筆45mm,孔涙 350mm であり,控果実は

Tb:控375crn.長25235ぐmである｡継 は行わず玉梓

32mTTtのものを6抱口渇から6号苛実雷管で起壊し内

耶主悦男Eで 5回共メタンのTy火せざる最大≧鮮魚を不石火

限界紫丑 lIryで蒙わし1こ｡

甲塾考吊rtP#の願 望は忙援 66cm.長さ9een】で

その串突lこ軸方向に蛙実を懸崩し,睦発講のWス道筋
mポ-ル鰍 二向け6号TE成田管で在世し.肉眼競市gE=

て5回3㌔メSyt=話火せざる位大業丘を不潜火限Pt繋

丑 Il,'クで穀LT二｡

旨3臼砲に依るメタン-重光JR合

物の放火横構

B組円にて魚油 にて倭兼を津丑せしめてこの生成

uスl:放り爆発室内のメgソー堅気ifL合挽が石火する
粉食の機構は.長めて硯姓ILものと考えられるが.そ
の三gaU-としては先づ (I)怪獣の脚 圧力に依る

庄詔(:放る発火･7:'= (2)日蝕の口許か願 望に対し

てほ圧力務と宅えらtptるから,この爪に放ける生き発生

蚊}/ス圧力L:依,3庄拓 (3)爆発表内E=噴出する燃轄
生成Kスとメタン-空気との主E合l=放りmGが後表t:

反応エネルギーを分子ぼ突一二鋲り与えて72f火や LLr

るO以上の三つが主嬰fJ:ものと考えられる｡

(1) 雌 圧力誼火雌補

充づ (り の仮定'=韮II､て計算してふるE,提集中の

邦吉m lCnF,'tが相加すると,E註荘操的にそのg構 圧

力現皮 】･.Ly日が降下iることは援助的に計界しはるし,
文 - ツス琶度の正狩 灰が之を77(している.(末 1番nm

一万,は発の全表面横SEi粗 1l′柵軌 二従t･殆んと

在校的Lこ相加する｡従って

雅 全圧力E=燥指圧力強匠×全衣而綴

P,7-7､-mXSlに′‡ (2)

/p -定が発火陳件と考えるのが妥当であるが然し-
乃前述の如く

p<t)n-Tb- IJIX
の圃拝かあり.文
S-t'lll′

であるから

(Lb-/'JE)ul,11'一′L

又は
Ll′-rJ/CJ(Tb-f･lx)

衣に (2)の仮軌 こ基づして計罪すると,臼砲r:)肝

即ち艇 岩の圧力鳳 こ放ける煙発生成ガネ圧力は(I)

の鼓庄 JJynと実り6砲内容涙 CoE:放て発見 日/のJjE
する辞圧力 Lh とすると

1加nXS･-T. (6)

がa火拝件式である｡但しS:は6陛聯Eir校である.,

一方.火轟力をJとiると

]加札L-/‖r/(Cd-qH′) (7)

但しけはt,･Z')ウム,Jt,tつて

JIrSd(Lro dll')-(_ (8)

一方 ′-Jo-bg とTiるから

LL'-rPJS=((什IJS巴JJb)1,メ) (8)′

/‖'[((けILHlつを計井すると,之は常数とは越だ典

っている｡従ってこの巌柄も開祖と1_"っ1.-い｡

(3) 描性分手技突折火段括

願 主ff成物の駄故は II′Vであ/31Jt.その内 lCOB,Q.'は
判lES荊であるから,爆発亘内でメ5ン-空気張合ヰ如二

突入するBL瓜性Kス丑は H′(17)となる｡化学庶肱

逆産茜の巧 ′｣方L:従って,その内一定のェ ネ ル ギ ー

E.以上を和する分+が汚性化作用があり,メSソー空

Ft混合物を汚火せLtJるものと考えるとその執 ヱ

t･xp=-J'./(RCT｡)〕となる.但し11.はガス称放,'rc
は捷発氾臆と見てJ:い｡一万gの相加に従いT.は抜

少するが.その粥孫【姉‡奴 の計33:I:より

1''-r0-01 (9)

但しroは7-0I:対する2.でL,は梅津数の計算l=
◆依T)決められる｡メダン-盗釈況公物の温度 T,,,汰

皮目,故l▲を一宏とナ11は混合物中の汚性分子数
･JtXpこ-I_/(R,.Tm)〕E="-一定

と見てよいから,蒜火は一宏反応適正に還し1=時生す

るとすれば

lV(1- I)亡ⅩT(-)'JfT.(rolELr))"-r (tO)

今 t-ll/"▲とすれほ汚火怖件式は

)L'(i-X)expl-/./(J'｡γ.)コ-ー (10)I

(〇) 即ち

logILrThg(117)-IL･glTO1313･

(･') (一/IT.･1/T. (ll)

宏 1のyf鹸倍を用いて計許した糊 さを描くと,団 1

(5) に示す如く 'I-1ogIL'+log(1一石)と 1/T｡Ei良好fL

荘税額床を,7訳し (1り 式の成立する都が到るO之は二

(5)′ 系列の煙菜に対して開成である｡即ち

Tb-猛虎として(yo-lJJE)H'/-2計罪すると之は常数と ナノ,/J1.-13B25 /小一13825xZeal/mo】

は甚だ裁っている｡従ってこの段鰍 に の切合間泡と -2765kc.lVmoI L-OCb3Ⅰ

.'Lらぬ｡ 一方.1系列に対しては 1'○-3100○Ⅰく Ll-3100

(2) 偵発圧力潜火損抗 l罪跡 二対しては れ-278001こ a=2360
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166 エ哉大 声 吐 合 tt P14懲 節3分

r少gF1■冶駄 /i<I//:一壷丸

3 20Iや S̀iや JWへoTL'JP/I.,.･=/.TP).･J-'･J■▼1一一′▲

Tc【匂

2-I,政 一叱触 ′カ

.一生九 Jコ伽 11k鵬 RJL･- 如

ム′ L22 A 3 6f dT

X

仰
州

側

仰

わ

ん

わ

カ

&

この書 合には先(:さ3(りに主走ぺf=るbく

(
lb-blJ
)CJIll-
T
I
とfLるが,
狂Jl-Jヽ-hlLとして,之とTl'の抗を軒■
してみると一定+と 1

_-
らJ 5｡押ちこのeL計は偶とlL

らJゝ●
(2)活性…矢訂火芭fr

この書合E=はZの書加に従いIl′は忠恕t:j甘正せね

は1Lらねが,
粗の♯具はIlrの棚はそれ書生'Tf_'

いか ら.この齢 は叩きと,I_.ち7.1

い｡･W柵 L/¢ t=y
しく/wx)ど畑 71J
,,間伐頼列 7EN

'& /00y'jrアJ-/42I

El3'EiBE力訂火IIqI卵 生

成Hスの榔 串のhLftニ上って.朗 で詳火するとしては良

明しけTJいことは (り てitぺT.:メ淋 vAが貫に

4:尽してJSン-蔓賊 合鞄をLEBしその為梓火が起るとナろと,この仕柁 カ TVt
II'/と見て良いか

ら凍火の抜粋式はHr

/I-I.一万′-/4-b≠従っ

て1L'-(.(̂O-l･?)弄列 tに対してはJl}-96

ん≡-LJ2従ってl黒靴 二村してはIL'-0･C631(cJ叩t4吋(I-,)Iyt

l-Z) (12)1罪刑に対してはIl'-O･C631⊂EZPI与･吋(1

l8-･)Iy(ド一l).(13)の式がそhそれ史立ナる.Eiu Ji｣:式 と矢蒔i

lのZl儒 砂･そ77tしている｡

§4専晶浅手に法るメタン-査先混合

額の暮火壱*(T) 鮎 力訪火旦灰
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失政diから幹事すると絡 (叫 式が良立する｡RDち

息角軸 に放ては不妊火限界那JtH'は
Ll'- T4//. (15)

で束ねされ 弄邦Ⅰの煙実に対しては

H'-229// (15)'

とtJ:る｡又は

Il′-299/(96-ll2,) (lS)′′

米式に放ける′としては限放状店に放ける有劫火瀬
カをとらねはJ-1らね｡即ち頼開度に放って有効/の変

るものは臣意12弊するt,

菖5持 す

イヴ yスのJt近の軒先=JlまメSyの荘火(=対し.白

組t=放ては甑 の借着汲匠Toが支配的で感応粁& に

充ては鎌退j)が支配的であるとのfZl盤を出している

が.東研究I:於iナる肢軸 圧 r.は'r/Jより大路 】側

小で冊禁に用施過しT=臨十であ,-)からE塩r=対し 'I'L'

又は'r.が支配乃であるといン指島は安当であろう｡
r/'とT̀の塾は Ht]gonlot正樹に放る分である｡

然し,府RJ措火1:於ては整正JI-ば榊庄カ pd,..-LlH'D

(但 しJは褒脚 ,lL'は馳 成ガス夜道)である

からJ)が王妃的と甘う考えは 1人lp が支真治勺とい う事

にfLるが.そう考えては茸槻 I:連へ[=弄恥 輝 JAの

鋪桑を政明LlStLいことは石可辻の通りである｡即ちこ

の恥合にはほ誠の朋 圧力はtiiめて補いが,ほ軸

の示す如く.この朋 圧力の成立する淋 族称 二は帝

LE相加,即ち牧榊が起ってt.ることと.その存在作用

時間が鮎度に短い為.メタンー空気は未だ謡火するI=

玉 らヴ,ぼi生成Kスが至芸BllL始のてからのN3L庄力

(=放り帯火に郷 tJ五木/･ギーを74るものと考えられ

る｡糧弗真紅拝が大となると不語火肢界藁丑 1l'が大

とTLるC)ことは,･一段E:鉄抵されT.:ところであるが.

この鋭触 Scaleetfectは駅南上の }IACh従事の

畢生で設明し柏る｡即ち抜涼近鰍 :訳ける圧力吉の庄

力〟は康めて大であるが,作用時rLqが長めて伝いこと

と,文圧力匹の野面が撫めで称 ･あ (大路ガス分子の

平均日由行輪の明度)為欠だT3火L=璽らILい.この庄

カIi肝面に至る時は空rinえの伝防lこより沫表して Pl

とIJるが,之が固体控I=放ける反射で.Jh-ApJに廿大

する.菅田の橡合はn-2であるが,満広の圧力衣で
は掛 ､甘合でも近瓜的!=T.-3とtjる})之噂の反bt

の接志し及びB;力済自体のgB夫はbi:財と岡持衆になる

から.1･､-†'Ypと1Lつて高圧力の部分を墓 じ.この

部分はその空相bt)虻がりも相当大で,且つ作用時間も

相当掛 ･から乾鰍 こ′5ン潜火の鉢仲が成立するもの
こ考えられる｡

安和 に放てBFlちかである如く.鰯 に放るメ･>ソ

の茄火の頓m,及びそれfZ益とする淑拡同胞 の研究

には先づ罪紬的fJRf股と熱盤的な考城が正賓である｡
(195C.812)
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爆薬が物体に与えた圧縮応力波の効果
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桜 井 武 (,I,I
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日 日] ij
とである○けれども.馳買規範そのものの選念は束だ
十分l=乱立∈わてはいないので,実FZZの威力芦権 l:節

は談の貞力をJtも具体的に串つとり早く知 る21法 して.BlhT-勃発のとtlを架つ1こらÅいのか朔 らtL

:i,は束が物体t:･eTEJ･え1こ鼓康弘折を拡護!:較嬢するこ いb従って,鼓妓鞄朱のg媚 によるぼ窮の蛙便柵 :こ
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